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『小学部にかけられた期待のひとつに、「高い学習能力の育成」があると思います。

これは、正しい答えを誰よりも早く答案用紙に書くことではないと考えます。学びの

中で「思考と感性を高める」と言い換えることがきると思います。教室は、正にその

具現化の舞台なのです。(小学部だより 4月号 2024.4.10)』このことに加えて、作新

学院の歴史・小学部の歴史・小学部創立者「船田小常」・学習面や生活面で養いたい

(活かしたい)能力、たとえばピグマリオン効果、ハロー効果、発達の最近接領域、望

ましい困難、「父性性」と「母性性」云々。これらの話を「作新学院小学部創立 70

周年記念講演会」として保護者の皆様にお伝えし、共有できる時間を得られたことに

感謝しております。常々考えていることですが、やはり『文字や言葉で相手に伝える

こと。さらには、受け入れたり、共有したり、理解すること。これらはとても大切な

ことである。』ことを再認識しているところです。 

 作新学院小学部創立 70 周年行事は、先の「記念講演」を第 1弾とし、今後は恒例

の学校行事である「親子の集い(第 2弾)」・「秋祭り(第 3弾)」、そして締めくくり

として「記念式典(第 4弾 11/25(月))」を予定しています。記念式典には、本校の

卒業生であるスポーツクライミングのトップアスリート楢﨑兄弟を招聘し、これも卒

業生の気象予報士福嶋真理子さんを MC 役として、対談の企画も練っております。

きっと子どもたちには、将来の目標づくりに何か気付きを得る機会となるものと考え

ております。ご期待ください。 

 

 

 

５月の行事予定               

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

 7 火 宇小教研 A 部会総会 20 月 聖話 

8 水 B日課・スポーツテスト(1～3年生) 21 火 クラブ 

 8 水 修学旅行(6 年)～5/10(金)まで 22 水 田植え(5年生と幼稚園年長) 

9 木 親子給食会(1 年) 23 木 耳鼻科検診 田植え予備日 

10 金 春の遠足 24 金 プール授業(4・3 年) 

13 月 春の遠足予備日 28 火 必修クラブ 

14 火 必修クラブ 宇小教研 B 部会総会 30 木 火災訓練 

15 水 授業参観(偶数学年) 31 金 火災訓練予備日 

16 木 授業参観(奇数学年)    

春の遠足行き先  

1 年:八幡山公園   2 年:井頭公園   3 年:大谷方面   4 年:なかがわ水遊園 

5 年:足尾銅山･富弘美術館  ＊詳細は学年ごとのお知らせをご覧ください。 

 

連絡事項 
1. 修学旅行 8(水)～10(金) 

 横浜・鎌倉・箱根方面に二泊三日の修学旅行に出かけます。新幹線を使い、現地に滞在 

 する時間を長くし貴重な体験を積むことを目的としています。 

2. 幼小連携田植えの体験授業 22 日(水) 

幼小連携事業の一つとして実施します。幼稚園年長組と５年生が体験します。 

3.すでに 5・6年生は、学院の総合体育館の温水プールで水泳授業が始まっています。 

1～4 年生は、5月から 6月にかけてビックツリーで水泳の授業が始まります。詳しくは、

後日発行するお便りで確認してください。 

4.授業参観について  ◇15 日(水) 2・4・6 年生  ◇16 日(木) 1・3・5 年生  

※授業参観は 2時限目(9:55～10:40)に行います。駐車場は西駐車場です。ネームカード・ 

スリッパ等上履きをご持参ください。なお、写真・ビデオの撮影はご遠慮ください。  

 

新役員の紹介(敬称略) 令和6年度の役員のみなさんです。よろしくお願いいたします。 
2024(令和 6)年度保護者会役員名簿一覧 

 

 

※ホームページでは，保護者役員名簿を削除して掲載しています。お子様にお配りした小

学部だよりに名簿を記載していますので，そちらでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇4/19(金)、4年生が「自転車安全教室」を体験しました 
小学部では、日頃より交通安全の啓発・指導に力を入れています。毎年4年生を対象に自

転車安全教室を開催しています。交通規則の遵守・自転車の安全な乗り方はもちろんです

が、横断歩道を渡る際は「手を上げて渡る」だけでなく「運転手と目を合わせ、横断歩道

を渡るという意思を伝える」ことも重要なことと朝礼等で講話として取り上げています。

合わせて、乗車用ヘルメットの着用が最も重要なことだと伝えました。自転車は便利な乗

り物ですが、安全・安心に使うためにも、ご家庭でよく話し合われることをお勧めします。 


